
●教師用指導書のご案内　令和７(2025)年３月発行予定
教師用指導書は、「学習指導編」「ワークシート・評価問題編」の2分冊と、「デジタルデータ集」から構成されます。

学習指導編

ワークシート・評価問題編

先生方の授業計画や教材研究をサポートします。

先生方の授業準備や評価を
サポートします。

「デジタルデータ集」はクラウド配信を予定していますので、WindowsPC・iPad・Chromebookなどの多様な機種で標準
ブラウザを使用しての閲覧が可能です。

本製品は開発中のため、記載の内容・仕様は予告なく変更する場合があります。
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ながさき

長崎

ひろしま

広島

おおさか

大阪

とうきょう

東京

空襲による死者数
1万人以上

1000人～1万人未満

1000人未満

※広島と長崎には原子爆弾によ
　る死者も含まれています。

ばくだんながさきひろしま

ふく

０ ３００km

1944年 ７月、アメリカ軍はサイパン島を占領
し、大型爆

ばく

撃
げき

機
き

が日本本土を攻
こう

撃
げき

できるよう
になりました。このため東

とう

条
じょう

内
ない

閣
かく

は総辞職しました。同年11月には、
日本本土への大規

き

模
ぼ

な空襲が始まり、大都市の国民学校の子どもた
ちは、安全と思われる地方に疎

そ

開
かい

しました（学
がく

童
どう

疎
そ

開
かい

）。
　1945年 ３月、東

とう

京
きょう

は焼
しょう

夷
い

弾
だん

による無差別爆撃を受け、一
いっ

般
ぱん

市民を
中心に一夜で約10万人が犠

ぎ

牲
せい

になりました。5月までに、大
おお

阪
さか

・名
な

古
ご

屋
や

・横
よこ

浜
はま

などの主要な都市のほとんどが焼け野原になり、空襲は
地方の都市にもおよんでいきました。

1945年 ３月、アメリカ軍は沖縄への上陸作戦
を開始しました。日本軍は中学生や女学生を

も兵士や看
かん

護
ご

要員として動員し、戦いました。その一方で、多くの
住民は砲

ほう

弾
だん

が飛び交うなかを逃
に

げまどいました。この沖
おき

縄
なわ

戦
せん

により、
県民のおよそ4分の 1にあたる12万人以上が命を落としました。そ
のなかには、日本軍によって「集団自決」に追いこまれたり、スパ
イと疑

うたが

われて殺害されたりした人もいました。
　日本の国民には、こうした戦争の情報が正確には伝えられず、政
府は「本土決戦」の決意をよびかけて、戦争を続けました。
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日本軍は、初めは勝利を重ねましたが、1942
（昭和1７）年 ６ 月、ミッドウェー海

かい

戦
せん

で敗れ、
翌
よく

年2月には、ガダルカナル島をめぐる戦いで敗退しました。これ
以
い

降
こう

、連合国軍の反
はん

撃
げき

が本格的に始まり、海外からの物資の輸送が
難
むずか

しくなりました。
　国内では兵器の生産が最優

ゆう

先
せん

され、日用品の生産は減りました。
農村でも人手や肥料の不足で食料生産が減少しました。政府は、米
の配給を減らして節約とくふうを求め、鉄くずなどの資

し

源
げん

の徹
てっ

底
てい

的
な回

かい

収
しゅう

と再利用をはかりました。
　国民の動員も強化されました。成人男子の多くが、兵士として戦
場に送られ、これまで兵

へい

役
えき

が猶
ゆう

予
よ

されていた大学生も、戦場へかり
出されました（学

がく

徒
と

出
しゅつ

陣
じん

）。労働力の不足を補
おぎな

うため、若
わか

い女性や中
学生も、工場や農村へ動員されました（勤

きん

労
ろう

動
どう

員
いん

）。
　また朝

ちょう

鮮
せん

や中国の占
せん

領
りょう

地からも数十万といわれる人々が日本国内
に動員され、炭鉱や工場などのきびしい労働条件の職場で働かされ
ました。戦争の末期には、朝鮮や台

たい

湾
わん

でも徴
ちょう

兵
へい

制が実
じっ

施
し

されました。
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苦しくなった
国民生活

戦場となった沖
お き

縄
な わ

本土空
く う

襲
しゅう

第二次世界大戦は、日本と世界にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたのでしょうか。

戦局の悪化にともない、国民生活はどのように変わっていったのでしょうか。

戦時下の国民の生活3 －「お国のために」－

学習課題学習課題

第4節の問い?

二次元
コード

物資不足、兵力・労働力不足、
空襲に対して、国民はどのよう
に対

たい

処
しょ

したか、本文などを参考
に整理しましょう。

確認確認

戦争が国民生活にあたえた影
えい

響
きょう

をまとめて、説明しましょう。表現表現

 その後、付近の島々にも基地がつくられま
した。原子爆弾を投下した爆撃機は、テニア
ン島（ P.247 4）から飛び立ちました。
 ガソリンなどの燃料をつめた筒

つ つ

を束ねた爆
弾で、これを投下すると燃料が広くまき散ら
されて高熱で燃えあがり、木造建築が密

み っ

集
しゅう

す
る日本では、被

ひ

害
が い

が大きくなりました。
 軍人・軍属（戦

せ ん

闘
と う

に動員された中学生や看
護にあたった女学生も含

ふ く

む）と住民の、病死
者や餓

が

死
し

者を含めた推
す い

定
て い

の数です。これは、
本土から派

は

遣
け ん

された兵士の犠牲者数を大きく
上まわるものでした。
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 朝鮮からの動員は、国の計画に基づいて行
われ、1944年からは、動員をこばんだ者に
刑
け い

罰
ば つ

が科されるようになりました。

1

戦局と、食料や日用品、労働力などの状
じょう

況
きょう

に着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 つながり

10 沖縄戦の地上戦（1945年）

9 太平洋戦争のころの日本

6 空襲を受けた主な都市と死者数

5 供
きょう

出
しゅつ

させられた寺院の釣
つ り

鐘
が ね

（1942年）
寺院の鐘や銅像のほか、家庭の鍋

なべ

や釡
か ま

、ブリ
キのおもちゃにいたるまで回収の対象となり、
なかば強制的に供出させられました。

4 隠
か く

れていたガマ（自然の洞
どう

穴
け つ

）から出て
くる沖縄の母子とアメリカ兵（1945年）

戦争は、人々の生活
にどのような影

え い

響
きょう

を
あたえたのかな。

1 工場に動員された
女子生徒（1943年）

8 空襲で焼け野原に
なった東京（1945年）

7 横浜に爆弾を落とすアメリカ軍の
爆撃機B-29（1945年）

2 焼け野原になった
東京・日

に

本
ほ ん

橋
ば し

でカボ
チャの種をまく学生
（1945年）

リンク

　い　え　じま

伊江島

アメリカ軍の進路

おきなわ　　

沖縄本島

しゅ　り

首里

　　　　　　いしじ

平和の礎

とう

ひめゆりの塔

6月末に日本軍司
令官が自決して、
組織的抵

てい

抗
こう

が終
わる

け ら ま しょとう

慶良間諸島
3月末上陸

1945年4月1日
上陸

　な　ご

名護

　な　は

那覇

０ 20km

動画

3 疎開先の寺のお堂で授
業を受ける児童（1944年）

動画

動画

P.252～253　チャレンジ歴史「戦時体制の言
げん

論
ろ ん

統制とその影響を考えよう」も見てみましょう。

動画

動画

年 できごと
1937 日中戦争が始まる
1939 第二次世界大戦が始まる

日中戦争が長期化する
1941 太平洋戦争が始まる

日本軍の勝利が続く
1942 ミッドウェー海戦で日本軍が敗退する
1943 連合国軍の反

はん

撃
げき

が本格化する
学
がく

徒
と

出
しゅつ

陣
じん

が始まる
1944 サイパン島が占

せん

領
りょう

される
大規

き

模
ぼ

な日本本土への空
くう

襲
しゅう

が始まる
1945 東

とう

京
きょう

大空襲
沖
おき

縄
なわ

戦
せん

広
ひろ

島
しま

・長
なが

崎
さき

に原爆投下
日本の降

こう

伏
ふく
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時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

し ぜ ん で

お き な わ ぼ し へ い ね ん

せ ん そ う ひ と び と せ い か つ

こ うじょう ど う い ん

じ ょ し せ い と ね ん

や の は ら

と う きょう

た ね が く せ い

ね ん

そ かい さ き て ら ど う じ ゅ

ぎょう う じ ど う ね ん

せ んきょく あ っ か こ く み ん せ い か つ か

せ ん じ か こ く み ん せ い か つ
く に

ちょうせ ん ど うい ん く に け いか く も と おこな

ね ん ど うい ん も の

か

せんきょく しょくりょう にちようひん ろうどうりょく

ちゃくもく

じ い ん ね ん

じ いん か ね どう ぞ う か て い

かいしゅう た いしょう

きょうせいてき きょうしゅつ

だ い に じ せ か い た い せ ん にっぽ ん せ か い

ね ん がつ ぐん とう せんりょう

お おがた にっぽんほん ど

そう じ しょく どうねん がつ

にっぽんほん ど だい くうしゅう はじ だい と し こくみんがっこう こ

あんぜん おも ち ほう

ねん がつ む さ べつばくげき う し みん

ちゅうし ん いち や やく まんにん がつ

しゅよう と し や の はら くうしゅう

ち ほう と し

ねん がつ ぐん おきなわ じょうりくさくせん

かい し に ほんぐん ちゅうがくせい じょがくせい

へい し よういん どういん たたか いっぽう おお

じゅうみ ん と か

けんみん ぶん まんにん い じょう いのち お

に ほんぐん しゅうだん じ けつ お

さつがい ひと

にっぽん こくみん せんそう じょうほう せいかく つた せい

ふ ほん ど けっせん けつ い せんそう つづ

に ほんぐん はじ しょう り かさ

しょう わ ねん がつ やぶ

ねん がつ とう たたか はいたい

れんごうこくぐん ほんかくてき はじ かいがい ぶっ し ゆ そう

こくない へい き せいさん さい にちようひん せいさん へ

のうそん ひと で ひ りょう ふ そく しょくりょうせ いさん げんしょう せい ふ こめ

はいきゅう へ せつやく もと てつ てき

さい り よう

こくみん どういん きょう か せいじんだん し おお へい し せん

じょう お く だいがくせい せんじょう

だ ろうどうりょく ふ そく じょせい ちゅう

が くせい こうじょう のうそん どういん

ちゅうごく ち すうじゅうまん ひとびと にっぽんこくない

どういん たんこう こうじょう ろうどうじょうけん しょく ば はたら

せんそう まっ き ちょうせん せい

く る

こ く み ん せ い か つ

せ んじょう

ほ ん ど

れき し せ ん じ た いせい と うせい え いきょう かんが み

く うしゅう う お も と し し し ゃ す う

く うしゅう や の は ら

と うきょう ね ん

よ こ は ま ば く だ ん お ぐ ん

ば く げ き き ね ん

た い へ い よ う せ ん そ う にっぽ ん

ねん

にっちゅうせんそう はじ

だい に じ せ かいたいせん はじ

にっちゅうせんそう ちょう き か

たいへいようせんそう はじ

に ほんぐん しょう り つづ

かいせん に ほんぐん はいたい

れんごうこくぐん ほんかく か

はじ

とう

だい にっぽんほん ど はじ

だいくうしゅう

げんばくとう か

にっぽん

ぶっ し ぶ そく へいりょく ろうどうりょく ぶ そく

くうしゅう たい こくみん

ほんぶん さんこう

せい り

せんそう こくみんせいかつ

せつめい

ご ふ き ん し まじ ま き ち

げ ん し ば くだ ん と う か ば くげ き き

と う と た

ね んりょう た ば ば く

だ ん と う か ね んりょう ひ ろ ち

こ うね つ も も くぞ うけ んち く

に っぽ ん お お

ぐ んじ ん ぐ んぞ く ど うい ん ちゅうが くせ い か ん

ご じ ょが くせ い じゅうみ ん びょう し

し ゃ し ゃ ふ く か ず

ほ ん ど へ い し ぎ せ いし ゃす う お お

う わ

お き な わ せ ん ち じょうせ ん ね ん

教科書紙面データ（総ルビ付きPDF）

デジタルデータ集

ICTを活用した授業をサポートします。

教科書関連
データ

①教科書紙面データ
電子黒板など提示型 ICT機器で利用できる教科
書全ページの紙面PDF（総ルビ付きも収録）。
②教科書本文テキスト
教科書の本文・コラムなどのテキストデータ。
③教科書図版データ集
プリントやテスト作成の際に活用できるモノクロ
化した教科書図版。

付録データ

④学習指導計画案－評価規準の参考事例－
内容のまとまり（単元）に対応した、指導と評価計
画の作成にあたって参考となる資料。
⑤ワークシート
解答例なし・解答例付きの２種類。
⑥白地図
日本全図・世界全図・国県対照と五畿七道など。

収録内容収録内容

総論編 ◆ 学習指導要領や学習指導計画作成資料などの基本的な資料。
◆学習指導要領の趣旨や授業での教科書の活用の仕方などの論考。

学習指導編

◆ 内容のまとまりごとの指導や評価計画の作成を支援する単元の問いの構造などの解説。
◆ １時間の授業をひと目で見渡せる見開き２ページ構成。
◆ 現場の先生方の授業実践の成果を反映した学習指導案や板書例など。
◆ 教科書の図版の解説や授業における活用の仕方のほか、「確認」「表現」などの問いの解答例（手立てを含む）。

掲載内容掲載内容

●飛鳥文化
　・文化財：法隆寺、四天王寺
　　　　　　釈迦三尊像、玉虫厨子、弥勒菩薩像
　a中国・朝鮮などの文化の影響を受けた、
　　日本で最初の仏教文化

学習課題：蘇我氏と聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　国外の動き：隋（唐）の様子…中国統一が進む

●蘇我氏と聖徳太子の国内政治の特徴
　a儒教や仏教の思想の導入
　a天皇や政府の力を強める体制づくり

●遣隋（唐）使の派遣の意図
　a隋との国交樹立
　a新しい政治や文化の導入　

蘇我氏と聖徳太子の国づくりのねらいは？
隋（唐）が中国を統一する国際情勢のなか、蘇我氏や
聖徳太子は、倭国でも大陸文化を取り入れて、国家の
しくみを整えようとした。

◇ねらい・◆学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評　価

導
　入

◇蘇我氏と聖徳太子が行った政治
について、内容を把握する。
◆ワークシートに蘇我氏と聖徳太
子が行った政治の内容について
まとめる。

・小学校の学習内容を復習し、生徒
の吹き出しを活用して学習課題を
提示する。見方・考え方「国づく
りを進めた聖徳太子の政治や外交
方針」に着目し、学習課題の解決
を目指して学習を進める。

展
　開

◇蘇我氏と聖徳太子の政治の特徴
をとらえる。
◆発問「政治にはどのような特徴
があるだろうか。また、そこに
はどのようなねらいがあったの
だろう。」

◇飛鳥文化の作品の特徴について
理解する。
◆発問「飛鳥文化の代表的なもの
に何があるだろうか。飛鳥文化
はどのような文化ということが
できるか話し合ってみよう。」

◇飛鳥文化の背景を考える。
◆発問「蘇我氏と聖徳太子はなぜ
熱心に仏教を信じて、次々に寺
院を建てたのだろう。」

・既習事項の確認や図 3やQRP.43
（動画）などを確認しながら、蘇
我氏と聖徳太子の国内の政治と対
外政策のそれぞれの特徴や政策の
意図をつかめるようにする。

・図 6、 8、 9などから日本と海外
の作品を見比べて、飛鳥文化の特
色をとらえる。 比較
・教科書資料は拡大したものを黒板
に貼ったり、プロジェクター等で
投影したりしてもよい。

・隋、唐の中国統一などの海外情勢
が倭国に与えた影響を踏まえ、仏
教を積極的に取り入れた理由を考
えられるようにする。 つながり

・発表内容から、蘇我氏と
聖徳太子がおこなった政
治の特徴をとらえている
かを評価する。知

・ワークシートの記述から、
仏教が積極的に導入され
た理由をとらえているか
を評価する。知

ま
と
め

◇蘇我氏と聖徳太子の政治の特徴
から、そのねらいについて理解
する。
◆確認・表現について、自分の意
見をまとめ、発表し合う。

・本時で学習してきた政治と文化の
特色を比べて、共通している部分
（＝ねらい）はどこかということ
を考えられるようにする。 比較

・話し合いの様子から、蘇
我氏や聖徳太子は国家と
しての体制を整える仕組
みづくりに尽力したこと
に気づき、表現している
かを評価する。思

学習課題：蘇我氏や聖徳太子は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　隋が中国を統一すると、倭国でも蘇我馬子・聖徳太子らが国家整備を
行ない、遣隋使を派遣して新しい政治・文化を導入させた。この時代は、
その後の中央集権体制への移行期であった。
　また、この時期に栄えた飛鳥文化は、仏教を中心とし、中国南北朝や
朝鮮の影響が強いものであったことも理解させたい。

⃝�資料の読み取りなどを通して、東アジアの文物や制度を取り入れなが
ら国家の仕組みが整えられていったことを理解する。
⃝�蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業の特徴をとらえて、どの
ような国づくりを目指したのかについて考え、表現する。

本時の視点

本時の目標

知識・技能 知

　聖徳太子が行った国内政治と外交
の業績についてまとめ、仏教中心の
文化をふまえて理解している。
思考・判断・表現 思

　蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や
進めた事業の共通性に着目して、そ
のような政治を行ったねらいについ
て考え、表現している。

評価規準例

に応じてさずけられた。蘇我氏や王族、地方豪族は、
冠位授与の枠外にあった。
　冠の色は順に紫・青・赤・黄・白・黒。それぞれ
を濃淡によって12階に分けた。

P.42　確認小テスト（練習問題）
P.42　十七条の憲法（外部リンク）
P.43　スキルUP　系図の読み取り方（動画）

P.43　図 7　資料活用　　　　　　　
手立て 聖徳太子と蘇我氏が、天皇とどのような関
係だったのかを読み取る。聖徳太子は、欽明天皇と
蘇我堅塩媛の子である用明天皇を父に持ち、欽明天
皇と蘇我小姉君の子である穴穂部皇女を母に持つ、
蘇我氏の血を受け継いだ存在であった。推古朝政権
中枢部は、聖徳太子とその叔母の推古天皇、蘇我馬
子と蘇我色の濃いものとなり、このような血縁的結
合による権力の集中化を図った。

P.43　確認
解答例 推古天皇の政治に参加して、冠位十二階、
憲法十七条を定めるなど、蘇我氏とともに国家のし
くみを整えた。法隆寺や四天王寺などを建立して仏
教を敬った。また小野妹子を遣隋使として派遣し、
隋と対等な外交をめざした。

P.43　表現
解答例 当時は、豪族どうしの争いも多くあり、そ
のため天皇の権力を高め有能な人材を登用し、蘇我
氏も信仰する仏教の力で国内政治の強化・安定をは
かろうとした。国の権威を高めるため、隋との対等
な外交関係もめざした。

教科書QRコンテンツ

解答例・手立て

P.42　図 2　聖徳太子と伝えられる肖像画
　厩戸皇子の死後、半世紀ほど経ち信仰の対象とな
ってから名づけられた ｢聖徳太子｣ が定着している
が、当時は大王の後継者を生前に決める制度（皇太
子）はなかったと考えられている。

P.42　図 4　遣隋使の手紙と隋の皇帝
　倭国からの国書には、隋の皇帝煬帝だけでなく、
倭国王に対しても ｢天子｣ の称号を用いている。中
華思想において ｢天子｣ は唯一であるため、倭国の
国書は煬帝にとって非常識極まりないものであり、
これに対して激怒した。

P.43　図 8　飛鳥時代の日本の仏像
　この仏像は、京都市
にある広隆寺の弥勒菩
薩半跏思惟像である。
広隆寺は、603年、渡
来人系の秦河勝が聖徳
太子から新羅と加羅の
使者がもってきた仏像
をさずけられ、622年、
太子の没後にその仏像
を安置することで創建
された。

　片足をおろし、片足をもう片方のひざにのせて腰
掛け、右手をほおのあたりにあげる半跏思惟像は、
中国では南北朝時代の遺品があり、日本では飛鳥か
ら天平時代に盛んにつくられた。

P.40　本文８行目　冠位十二階
　中国の冠品や朝鮮半島の官位を模範としたもので
ある。門地にとらわれず、個人の才能や功績、忠誠

 内容の解説 

本時の展開

板書例5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－

第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－

第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

日本という国はどのように生まれ、発達していったのでしょうか。第２編の問い?

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。第２節の問い?

教科書P.42～43　ワークシート／別冊P.25

124 学習指導編 125

●単元を貫く問い
1時間の授業でも常に単元を貫く問いを確認することができます。

●板書例
１時間の学習のポイントを整理しています。

●解答例・手立て
教科書の問いの解答例や、指導の
手立てを示し、評価にも活用し
ていただけます。

●本時の展開
教科書に沿った学習活動や発問例、指導上の留意点・配慮事項、評価などを例示し
ています。「見方・考え方」や教科書QRコンテンツを授業でどう扱うかについても
提案し、新任の先生でも授業展開を具体的にイメージできるようにしました。

学習日　　　　年　　　月　　　日　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　

蘇
そ

我
が

氏と聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は、どのような国づくりを進めたのでしょうか。

　　蘇我氏や聖徳太子が定めた制度や進めた事業を、それぞれまとめよう。1
国内の政治 海外への働きかけ

内
　容

⃝冠
かん

位
い

十二階の制度
　→�ヤマト王権の豪族たちの序列をはっ
きりさせた。

⃝遣
けん

隋
ずい

（唐
とう

）使を派
は

遣
けん

する
　→�中国を統一した隋に小野妹子などの
使節を送った。

　→�留学生や僧を同行させた。

⃝十七条の憲
けん

法
ぽう

を定める
　→�ヤマト王権の豪族たちが役人として
天皇につかえるときの心がまえを示
した。

特と
く

徴ち
ょ
う

や
意
図

・�天皇や支配者に関わる制度が多い。
・�儒教や仏教の考えを取り入れた。
・�ヤマト王権の豪族を支配する仕組みを
整えようとした。

・��中国を統一した隋（唐）と国交を結ぼ
うとした。
・��新しい政治や文化をヤマト王権に取り
入れようとした。

　　飛
あ す か

鳥文化の特徴についてまとめよう。
（１）飛鳥文化を代表する建築や作品

（２）飛鳥文化はどのような文化だろうか。

（３）蘇我氏と聖徳太子はなぜ熱心に仏教を信じて、次々に寺院を建てたのだろうか。

2

法隆寺（奈良県）、四天王寺（大阪市）
釈迦三尊像（法隆寺）、玉虫厨子（法隆寺）、弥勒菩薩半跏思惟像（広隆寺）

中国や朝鮮などの文化の影響を受けた、日本で最初の仏教文化

・�寺院を建てることで自分の権威を示そうと考えたため。
　�（仏教など外国の宗教の考えを取り入れて、国内の思想をまとめようとしたた
め。）

　　　　　、　　　について考えたことをポートフォリオに書きこもう。3 確認確認 表現表現

学習学習
課題課題

ワークシートNo.18  教科書P.42～43

5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－
第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

日本という国はどのように生まれ、発達していったのでしょうか。第２編の問い?

日本列島ではどのように社会がまとまり、国家が形づくられていったのでしょうか。第２節の問い?

23

ワークシート編

◆ 教科書に準拠した１時間ごとのワークシート。
◆ 学習指導編の展開例に対応した内容で、そのまま
使用することが可能。
◆ 解答例が記された赤刷りはデジタルデータ集
に収録。

評価問題編

◆ 単元ごとに作成した「評価問題例」と「評価問題
の解説」を掲載し、定期テストなどでの問題
作成の参考とすることが可能。

〈評価問題例〉
知識・技能や、思考・判断・表現の評価の
観点に対応した問題をバランスよく設定して
います。特に思考・判断・表現を評価する問題に
ついては、複数の資料を読み取り、歴史的な見
方・考え方を働かせて解答する問題を作成す
るなどの工夫をしています。
〈評価問題の解説〉
解答例や問題作成の意図のほか、誤答箇所別対応
でその後の指導方法を提案するなど、個に応じた
指導に対応しています。

掲載内容掲載内容

ワークシート（解答例付き）

学習指導編

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価

42 43



●デジタル教科書・デジタル教材のご案内 ●日文Webサイトのご案内

学習者用デジタル教科書

令和7年度版 中学校教科書 特設サイト

令和7年度版 中学校 
デジタル教科書サポートサイト

その他のおすすめコンテンツ

指導者用デジタル教科書（教材）

1人1台端末で利用する「学習者用デジタル教科書」、学習者用デジタル教科書と一体的に利用することでより学習を深めることが
できる「学習者用デジタル教科書＋教材」、電子黒板などで提示する「指導者用デジタル教科書（教材）」を発行します。個別最適
な学びの実現を目指し、授業や個別学習のサポートとなる機能・コンテンツを用意しています。多様な授業形態や機器の整備状況
に応じてご利用ください。WindowsPC・iPad ・Chromebookの3種に対応しています。

日文Webサイトでは、新版教科書に関する情報や、日々の指導に役立つ様々な情報を積極的に発信しています。

いつでも拡大、いつでも書き込み
利用頻度の高い「拡大」「ペンツール」「ページ送り」の
基本機能をいつでも使いやすいように配置しています。
何度でも書いたり消したりを繰り返すことができ、間違
いを恐れず考えを深めることができます。

令和7年度から使用される新しい中学校教科書『中学社会 地理的分野』『中学社会 歴史的分野』『中学社会 公
民的分野』『中学数学』『美術』『中学道徳 あすを生きる』をご案内しています。

令和7年度から使用される新しい中学校デジタル教科書
を中心にご案内しています。

日文Webサイトの数あるおすすめコンテンツの中から、
今回は2つピックアップします。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/

●  基本機能からオリジナルツールまでわかりやすく紹介します。
●  指導者用・学習者用の内容や特長などを詳しく紹介します。
●  体験版でデジタル教科書の実際の動作やコンテンツを体験
できます。ご利用にあたり、ファイルのダウンロード等は
必要ございません。

豊富なコンテンツで生徒の理解を支援

モノクロ写真をAIの技術や戦争体験者との対話などによって
カラー化して表示することで、生徒の学習意欲を高めます。

充実した学習支援機能
文字色や背景色の変更、行間・文字の大きさ変更（リフロー機能）、総ルビ表示、本文の機械音声読み上げ、背景色・文字
色等の変更など、学習を進めやすくするための機能を実装しています。一人ひとりの特性に合った学習をサポートします。

❶リフロー機能・総ルビ表示 ❷機械音声読み上げ ❸背景色・文字色等の変更

Webマガジン「まなびと」
美術、道徳、社会、人権、共生社会、ESD、PBL、ICTなど、
様々なテーマにおいて深掘りした連載記事を中心に、定期的
に更新しています。

教科の機関誌、授業や
指導に悩む先生方へ
向けたABCシリーズ、
様々なテーマを扱った
教授用資料などを電
子ブックやPDFで公
開しています。

機関誌・教育情報

コンテンツ例①

本製品は開発中のため、記載の内容・仕様は予告なく変更する場合があります。

動画 教科書や教科書QRコンテンツのポイントを短く簡潔に紹介します。
教科書のポイント 教科書の特長をポイント別にわかりやすく紹介します。
教科書QRコンテンツ コンテンツ紹介のほか、実際にコンテンツを触ることが
できます。
教師用指導書 各編、資料、デジタル教材など、内容や構成を紹介します。
資料ダウンロード 内容解説資料、編修趣意書、年間指導計画案などを掲載し
ます。
表紙 各分野の表紙と、表紙デザインへ込めた思いを紹介します。
関連コンテンツ 教科書に関連する様々なお役立ちコンテンツを紹介します。
日文が大切にしていること SDGs、特別支援教育・CUD、防災・安全、道徳教
育との関連、現代的な諸課題への対応など、教科を横断する取り組みについて
紹介します。

その他のコンテンツ例
・一斉授業で使いやすい「図版の単独拡大」
・読み取りに便利な「地図・グラフの凡例別表示」
・様々な場面で活用しやすい「NHK for Schoolリンク集」

紙の教科書では別のページに掲載している画像を並べて表示し、
他の時代と比較することで、時代の特徴を読み取りやすくします。

異なる時代の資料比較コンテンツ例②

モノクロ写真をカラー化して表示

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価
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https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
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